
マイクロサービスの持つ大きな効果と課題
クラウドネイティブの世界では、多くの開発者がマイクロサービスを採用するケースが増え
てきています。インテルが実施した最新の調査によると、83% の新しいクラウドネイティブ・
アプリケーションそして SaaS (Software as a Service) ソリューションが、マイクロサー 
ビスを使用しています。¹

しかしながら、開発者、インフラストラクチャー運営者、企業の IT 部門はマイクロサービス・
ベースのアプリケーションの採用時に直面する課題があることも事実です。企業は、サービ
スの品質、インフラストラクチャーのオーバーヘッド、可観測性といったマイクロサービスの
主要な課題に対処しながら、合意のサービスレベル (SLA) に記載されているレイテンシー
を維持した状態でスループットの最適化を行う必要があります。

このホワイトペーパーでは、最も重要な 5 つのマイクロサービスの課題とその解決に 
向けインテルがどのように取り組んでいるかを概説します。ツール、機能、リソースも紹介
します。

課題 1: パフォーマンスとテイル・レイテンシー

クラウドネイティブなマイクロサービス・ベースのアプリケーションは、 
予測可能な応答時間を実現しながら厳格な SLA を満たす必要に迫られ 

ています。振れ幅が小さい安定したレイテンシーの達成が求められます。外れ値は、 
パケット損失からホスト障害まで、さまざまな原因によります。

対策 : インテルのアップストリーム最適化技術と深層ソフトウェア分析
テイル・レイテンシーとパフォーマンスの課題を解決するために、インテルはマイクロサー
ビス・ベースのアプリケーションという新しい領域に向けて、プロセッサーの最適化に取り
組んでいます。また、インテルは、業界ベンチマークやプロキシー、代表的なワークロード、
顧客 / パートナーのワークロードなどのソフトウェア・ワークロードを深く分析し、マイクロ
サービス・アーキテクチャー内のボトルネックの特定にも取り組んでいます。このようなイン
サイトは、インフラストラクチャー設定アーキテクチャー、全般的なソフトウェアの改善、 
そしてパフォーマンスやテイル・レイテンシーの問題を軽減する独自のインテル® アクセラ
レーターを通じて、ソフトウェアの最適化を促進します。

インテルのソフトウェア・エンジニアは、複数のランタイムと言語の最適化を開発し、それら
はマイクロサービス・ワークロードのスピードと効率の向上を助けます。これらは、一般的な
オープンソース言語リポジトリーの最新バージョンにアクセプトされるようアップスト 
リームにプッシュされます  。これにより、クラウドネイティブ・アプリケーションに期待され
るパフォーマンスを、より容易に満たすことができます。

第 4 世代インテル® Xeon® スケー ラブル・プロセッサー・ファミリーは、市販されてい
る CPU の中で最も多くのアクセラレーターを内蔵し、AI、分析、ネットワーク、ストレー
ジ、HPC など、急成長するクラウドのワークロード全体にパフォーマンスや電力効率に 
よるメリットを提供します。新たに強化されたマトリクス乗算演算により第 4 世代 
インテル® Xeon® スケー ラブル・プロセッサー・ファミリーは卓越した AI トレーニング 
や推論パフォーマンスを提供します。内蔵アクセラレーターは、データの移動や圧縮を 
高速化し、より迅速なネットワークを実現するほか、クエリー・スループットを改善し分析の
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オートメーション・システ
ム向けの Time-Sensitive 
Networking の採用の詳細 ›

https://cloud.google.com/spanner/docs/true-time-external-consistency?hl=ja
https://engineering.fb.com/2021/08/11/open-source/time-appliance/
https://aws.amazon.com/about-aws/whats-new/2021/11/amazon-time-sync-service-generate-compare-timestamps/
https://dl.acm.org/doi/10.1145/3299869.3300069
https://www.intel.com/content/www/us/en/developer/articles/technical/adopting-time-sensitive-networking-tsn-for-automation-systems-0.html
https://www.intel.com/content/www/us/en/developer/articles/technical/adopting-time-sensitive-networking-tsn-for-automation-systems-0.html
https://www.intel.com/content/www/us/en/developer/articles/technical/adopting-time-sensitive-networking-tsn-for-automation-systems-0.html
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応答性のを向上させます。また、スケ 
ジューリングやキュー管理をオフロード
しクラウド・プラットフォーム内の複数の
コアにわたる負荷を動的に分散します。
新しい内蔵アクセラレーター機能を最適
に利用できるように、インテルは OS 
レベルのソフトウェア、ライブラリー 
および API からなるエコシステムをサ 
ポートします。

内蔵アクセラレーターとソフトウェアの
最適化により、前世代のインテル® Xeon®
スケーラブル・プロセッサー・ファミリー
は対象の実環境クラウド・ワークロード
において、優れた消費電力あたりの 
パフォーマンスの提供を示しています。² 
これは、CPU 使用率の効率化、クラウド
の電力消費量の削減、サービスの ROI  
の向上をもたらし、企業の持続可能性の 
目標の達成を支援します。

課題 2: 分散された通信
マイクロサービスは、任意の数のノード、アプリケーション、サービス間の効率的な通信に依存します。コンピューティング・ 
プラットフォームで十分なパフォーマンスとセキュリティーが得られない場合、ユーザーの満足度やデータプライバシーに 
影響を与える重大な問題に直面する可能性があります。

対策 : 新しい第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーのアクセラレーター活用により、 
マイクロサービスの 通信を強化し保護を助けます。
インテル® データ・ストリーミング・アクセラレーター (インテル® DSA) は、ストリーミング・データの移動や変換を改善し、ストレージ、 
ネットワーキング、そしてデータ集約型のワークロードのパフォーマンスを向上させます。データセンター規模の展開においてオーバー 
ヘッドを引き起こす、最も一般的なデータ移動タスクをオフロードする設計です。インテル® DSA は、CPU、メモリー、キャッシュ、メモリー
間および接続されたすべてのメモリー、ストレージ、ネットワーク・デバイス間のデータ移動の高速化を助けます。

インテル® ダイナミック・ロードバランサー (インテル® DLB) は、マルチコアのインテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリー 
上のネット ワーク・データ処理に関連するシステムのパフォーマンスを向上します。複数の CPU コア / スレッドでネットワーク処理の効
率的な分散を 可能にし、システム負荷の変動に応じて、ネットワーク・データを複数の CPU コアに動的に分散します。また、インテル® DLB 
は CPU コア 上で同時に処理されたネットワーキング・データ・パケットの順序も復元します。

サービスメッシュの最適化
インテル® クイックアシスト・テクノロジー (インテル® QAT) は、暗号化、鍵による保護、データ圧縮を強化し、システムのリソース消費削減
を助けます。暗号化と暗号解除をオフロードし、この内蔵アクセラレーターはプロセッサー・コアを解放し、システムがより多くののクライ 
アントに対応するのを助けます。

インテル® ランタイムおよび言語の最適化は、以下を含みます。
Java および JVM: 科学的シミュレーション、財務分析、AI / ディープラーニング、 
3D モデリングおよび分析、画像およびオーディオ / ビデオ処理、暗号化処理、データ
圧縮、その他の負荷の高いワークロードのパフォーマンスを強化します。インテル®  
アドバンスト・ベクトル・エクステンション 512 (インテル® AVX-512) は、最大 2 つの
融合積和ユニット (FMA) と他の最適化により、極めて要求の厳しい演算タスクの 
パフォーマンスを向上させる最新の x86 ベクトル命令セットです。

Go: 暗号化処理の最適化、圧縮 (Gzip、Brtoli)、HTML エスケープ。

PHP: インテル® アーキテクチャー (iTLB、dTLB、NUMA) のパフォーマンスを総合的
に最適化し、インテル® コントロールフロー・エンフォースメント・テクノロジーによる
セキュリティー強化を可能にします。

Node.js: マイクロサービスの通信オーバーヘッドを削減する JSON 解析の 
ベクトル化。

ネットワーク層のパフォーマンス向上
インテルは、最も普及したクラウドネイティブ
のネットワーキング・ビルディング・ブロックの
多くに最適化を提供しています。

RPC  
パフォーマンス :
gRPC、Thrift、 
Katran

ネットワーク・ 
パフォーマンス:
ADQ、Calico、Cilium、 
eBPF、Ethernet Operator、 
Kubernetes の AF_XDP、 
Kubernetes の IPU/IPDK

総合的なネットワーク 
機能拡張 :
ハードウェア・オフロード、
カーネル・ネットワーキング 
(eBPF、AF_XDP)
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課題 3: オーケストレーションおよびインフラストラクチャーのオーバーヘッド

膨大な数のノードおよび非常に動的な環境により、マイクロサービスは管理面の課題を多く抱えます。このような問題の解決
に、これらの環境やアプリケーションのサポートチームは、コンピューティング・プラットフォームからの適切な機能を必要と 
します。

対策 : 検出、自動化、最適化向けに内蔵されたインテルの 
技術による管理の簡素化
Kubernetes はコアエンジンへの変更を最小限に抑え、プラグ 
イン・アーキテクチャーおよびメカニズムを提供して拡張を可能に
します。インテルは、アプリケーションがアクセラレーター、電力 
管理、そしてスケジューリング / ワークロード配置のアドオンを 
活用できる拡張機能を提供します。インテルはまた、このような 
拡張機能の多くを自動設定するオペレーターも提供し、開発者に 
よる利用を容易にしています。

インテル® QAT およびインテル® ソフトウェア・ガード・エクステン 
ションズ (インテル® SGX) は、Kubernetes 経由で容易に入手でき
ます。さらに、インテル® アーキテクチャーは、ワークロードのスケ 
ジューリングを最適化する機能や NUMA トポロジーを提供します。
プラットフォーム・テレメトリーが、利用率の向上や TCO の改善に
必要な、実用的なインサイトを提供します。

たとえば、トポロジーを考慮したスケジューリングは、レイテンシー
が理由でプロセッサーまたはプロセッサー・コアの越境を回避する
必要があるプロセスを、適切なコアに固定します。CPU の負荷や 
温度などのテレメトリー・インサイトは、自動化、ワークロード配置
効率、そして電力の最適化を可能にします。

課題 4: 使いやすさとデベロッパーの生産性
マイクロサービスの開発には、独特の課題が存在します。そのため、インテルは専用のリソースを提供して、マイクロサービス・
アプリケーションの構築を支援しています。インテルは、開発者コミュニティーとの連携を通じて、プロセスの合理化、業務の
迅速化、結果の最適化に努めています。

対策 : 専用のインテル® デベロッパー・リソースによる導入の簡素化
インテルのハードウェアおよびソフトウェアのビルディング・ブロックで取り組みを加速
インテルは、オーケストレーションや高性能ネットワーク、そしてプロセッサー、イーサネット・コントローラーなどに至るまで、ソフトウェア
およびハードウェアのビルディング・ブロックからなる充実したポートフォリオとエコシステムを提供しています。

コンテナ化された環境向けリファレンス・アーキテクチャーによるパフォーマンスの強化
ベアメタル環境および仮想化されたコンテナ環境の双方にシステムレベルのブループリントを提供し、インテルは開発プロセスの簡素化
とパフォーマンスの最適化を助けます。インテルはまた、豊富な選択肢を持つ 5G および Open RAN の導入向けに検証済みスタックを 
提供しています。

インテルの機能を最大限に活用するエクスペリエンス・キット
総合型インテル® エクスペリエンス・キットは、集約されたインテルの機能やアクセラレーションをフルに活用したい開発者に、あらゆるも
のを提供します。これには、ガイド、手順に沿ったビデオ、トレーニング・モジュールなどが含まれ、インテルのテクノロジーの十分な活用を
支援します。

「Network and Cloud Edge Reference System Architectures Portfolio User Manual」(英語) は、第 3 世代および第 4 世代 
インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・プラットフォームおよびインテル® Xeon® D プロセッサー・プラットフォームを使用した特定
のネットワーク位置への検証済みシステムの導入について解説しています。

Kubernetes 向けにインテルを使用する理由
内蔵機能

• ノード機能プロファイル検出の活用

• ノード上の機能を検出し管理プレーンに公開し配置を
最適化

• 少数の事前定義されたプロファイルによる機能採用の
簡素化

オペレーターと自動化

• 自動有効化 (プラグインデバイス、電力管理、 
ネットワーク) により機能導入を簡素化

ワークロードのスケジューリング

• NUMA トポロジーの認識をスケジューラーに拡張

• プラットフォームのテレメトリー・インサイト活用に 
より使用率や TCO を改善
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通知と免責事項

1. Intel Microservices Insights Study、2021年6月。 
2. 第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー vs AMD EPYC。構成の詳細 [126-130] は www.intel.com/3gen-xeon-config (英語) をご覧ください。
インテルのテクノロジーを使用するには、対応するハードウェア、ソフトウェア、またはサービスの有効化が必要となる場合があります。コストと結果は状況によって変わります。
インテルは、サードパーティーのデータについて管理や監査を行っていません。正確さを評価するには、他のソースを参照する必要があります。
アクセラレーターの可用性は、SKU によって異なります。製品に関する追加情報に関しては、インテル製品の仕様情報ページにアクセスしてください。
© Intel Corporation. Intel、インテル、Intel ロゴ、その他のインテルの名称やロゴは、Intel Corporation またはその子会社の商標です。その他の社名、製品名などは、一般に各社の表示、商標または 
登録商標です。
1022/MH/CMD/PDF

結論 : マイクロサービスの成功をインテルが支えている
新しい分野の開拓や優れたマイクロサービス・ベースのアプリケーションの展開における成功を支えるよう、インテルはテクノロジーや 
エコシステムの連携を深めます。インテルのアップストリーム最適化、総合的機能、そして強化されたパフォーマンスが、今日のマイクロ 
サービスで最も差し迫った課題の解決に必要なものを提供します。

インテルのアーキテクチャーにおけるマイクロサービスに関する詳細 :
マイクロサービスに関する情報やどのようにインテルがその充実を図るのかを学習する ›

エッジ動画分析マイクロサービス向けの docker イメージについて ›

インテル製品搭載のクラウド・インスタンスのマイクロサービス最適化に関する Tech Field Day Showcase を見る ›

ゼロトラスト 5G ネットワーク向けセキュリティー・マイクロサービスの最新情報 ›

課題 5: 可観測性

高度に分散し、絶えず動作するマイクロサービス・ベースのアプリケーションでは、環境内で生じる事象に対する完全な可視
性および認識の維持は重要です。優れた可観測性と可視性により、必要な調整や管理を容易にし厳しい SLA を満たします。

対策 : インテルのアーキテクチャーが提供する優れた視認性
インテルのパフォーマンス・カウンターの活用
インテルのパフォーマンス・カウンターは、ベアメタル上および対象のパブリック・クラウド環境で提供され、マイクロサービス・ワーク 
ロードのパフォーマンスの把握を容易にします。たとえば、これらのカウンターが提供する情報を使用し、ワークロード全体のテイル・ 
レイテンシーを調べ、SLA 違反の原因となる共通因子を特定できます。過去のデータが容易に視覚化および分析され、問題の特定と解決
を助けます。

テレメトリー・コレクション・エージェントによる実用的なインサイトの取得
インテルのサーバー・テレメトリーは、使用率、消費電力、障害検出、パフォーマンスなど多数の領域に及びます。この情報から有用な 
インサイトを提供するために、インテルはサーバーの現在の状態に関する実用的なデータを供給する、テレメトリーレポートのポート 
フォリオを作成しました。これらのインサイトとソフトウェアとサービスの動作状況に関するパフォーマンス・データの組み合わせにより、 
ネットワーク機能をより俯瞰的に見ることができます。
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https://edc.intel.com/content/www/jp/ja/products/performance/benchmarks/3rd-generation-intel-xeon-scalable-processors/
https://ark.intel.com/content/www/jp/ja/ark.html#%40PanelLabel595
https://www.intel.com/content/www/us/en/cloud-computing/microservices.html
https://hub.docker.com/r/intel/edge_video_analytics_microservice
https://www.youtube.com/watch?v=7PrEVFjdGlc
https://networkbuilders.intel.com/blog/secure-the-future-of-5g-networks-with-zero-trust-for-cloud-native-architectures

